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研究の背景：新型コロナウイルスパンデミック

新型コロナウイルスパンデミック

→2019年末に出現した新型コロナウイルス感染症/COVID-19は、
3年半以上も続くパンデミック（世界的大流行）を引き起こした

3年半以上も続いたパンデミックから、

・感染症有事が現代社会に与えるインパクトの甚大さ

・感染症有事におけるリアルタイム研究の重要性

・将来の感染症有事への備えとなる研究体制の構築と維持の重要性

は明らか
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研究の背景：感染症有事の中での、日本と海外の研究動向の違い

“COVID”をキーワードにWeb of Scienceで検索した、

2020年に各国から発表された論文の数

Nature Cell Science
アメリカ 106 51 158
イギリス 32 13 45
中国 33 21 34
日本 2 0 2 ←すべて海外との兼任者の論文 

米英中は、流行拡大と厳格なロックダウンの中、各研究機関が
有機的に連携し、世界が直面する喫緊の課題の解決に向けて取り組んだ。

他方、日本は、欧米に比べて流行拡大の社会的インパクトは大きくなく、
また、法的制約のある行動制限はとられていなかったにもかかわらず、
国際的に意義のある研究成果をほとんど挙げることができなかった。

このままでは本邦は、将来、次のパンデミックが発生した際にも、
基礎研究の見地からなにも貢献できないことは明らか
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2021年1月：G2P-Japan Consortiumの発足・主宰

中川草
東海大

Grants supported by AMED, JSPS, JST.

The Genotype to Phenotype Japan
(G2P-Japan) Consortium

池田輝政
熊本大

齊藤暁
宮崎大

本園千尋
熊本大

松野啓太
北海道大人獣研

入江崇
広島大

田中伸哉
北海道大

佐藤佳
東大医科研

福原崇介
北海道大

白川康太郎
京都大

橋口隆生
京都大医生研

高山和雄
京都大iPS研

高折晃文
京都大

澤洋文
北海道大人獣研

上野貴将
熊本大

感染症有事における基礎ウイルス学研究を推進するために
申請者が発足した、若手研究者主体の研究コンソーシアム
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研究の背景：感染症有事対応としてのG2P-Japanの貢献

“COVID”をキーワードにWeb of Scienceで検索した、

2022年に日本からcorresponding authorとして発表された論文の数

Nature Cell Science 合計
日本 7 2 1 10
G2P-Japan 3 2 0 5

＊新型コロナに関する日本発のトップジャーナル論文の半数を占める！

G2P-Japanの発足と、その有機的なコンソーシアム研究
によって、本邦の感染症研究を底上げし、世界と伍する
研究成果を発信できる共同研究基盤の構築に成功

2025年2月現在、
Nature 3報、Cell 2報、NEJM 1報、Lancet ID 14報、
Cell Host Microbe 3報、Nat Commun 7報を含む、計50報を発表。

5



研究の背景：G2P-Japanの貢献をふまえた、これからの課題

＜これからの課題＞
バイオセーフティーレベル（BSL）-3/4の高病原性ウイルス
を対象とした、
① 病原体同定→病態解明→創薬開発・実用化に至る

一貫した研究の実施
② 世界トップコミュニティとの協働
③ 国際頭脳循環による感染症研究に資する若手研究者の育成
の実施によって、
・高病原性ウイルスを扱える研究体制
・パンデミックという国家有事に対応できる体制
を整備し、欧米頼みの感染症創薬の状況を打開することが肝要

G2P-Japanの発足と、その有機的なコンソーシアム研究
によって、本邦の感染症研究を底上げし、世界と伍する
研究成果を発信できる共同研究基盤の構築に成功
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本研究と国際頭脳循環の概要：グラフィカルアブストラクト 7



When/Where?（研究内容・計画）

When/Whereチームの松野および仏国（予算:米国NIH）カウンターパート
（Sakuntabhai教授）で、パンデミックリスクのあるウイルスを探索する

BSL-3/4病原体
を探索する疫学研究

• 検体収集・共有体制構築
• 網羅的なウイルス検出技術共有

パスツールネットワーク+CREIDネットワークとの連携

マダニ：
CCHFVなどのダニ媒介性高病原性ウイルスを保有

コウモリ：
フィロウイルスなどの出血熱ウイルス

ヘニパ・コロナウイルスなどの呼吸器感染症ウイルス
などの高病原性ウイルスを保有

Who/What/Whyチームが推進する高病原性ウイルスの研究へつなげる

• メタゲノム解析
技術の共有

呼吸器感染症ウイルス 出血熱ウイルス
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Who/What/Why?（研究内容・計画）

Who/What/Whyチームの佐藤・南保および米国カウンターパート
（Marzi教授）で、BSL-3/4ウイルスの病原性発現原理を解明する

BSL-3/4病原体
の
病原性発現原理を解明
する生命科学研究

• BSL-3病原体タンパク質
の機能解明

• 抗体作成技術の共有

• 組換えウイルス作成技術の共有
• オミクス解析

When/Whereチームが

探索・同定した新規高病原性
ウイルスの解析

呼吸器感染症ウイルス

ブニヤウイルス

出血熱ウイルス
フィロウイルス

NIH/RML BSL-4施設

Howチームが推進する創薬基盤

へつなげる

• BSL-4病原体感染・病原性発現機構
の解明

• 野生型BSL-4ウイルスを用いた検証

コロナウイルス ヘニパウイルス
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How?（研究内容・計画）

Howチームの高山・橋口および米国カウンターパート（Saphire教授）で、
BSL-3/4ウイルスに対する創薬研究を推進する

抗体を中心とした

創薬研究

• 作用機序の解明
• 構造情報に基づく抗体デザイン

Titan 
Krios

Cryo-TEM

Aquilos
Dual Beam 
Microscope

世界最先端のクライオ電子顕微
鏡による構造解析システム

Glacios
Cryo-TEM
(in BSL2)

Saphire所長主導の高病原性ウイルス
の治療抗体探索のコンソーシアム

• 作用機序別抗体の共有
• デザイン抗体の共有

• ヒトオルガノイドによる
感染阻害能の評価

Who/What/Whyチームが

提供する高病原性ウイルスの
解析情報・研究手法
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人材育成に資する活動

1, BSL-4病原体研究者育成（ NIH/RML）

• 長崎大学BSL-4施設の本格稼働時に
即戦力となる人材を育成

• NIH/RMLの「BSL-4ユーザー育成プログラム」
に若手研究者を派遣（2-3名/全期間）

• 長崎大学独自の訓練プログラムも構築し、
BSL-4研究者を持続的に育成する体制を構築

2, 技術習得支援インターン（ ）

• 複数の専門分野を持つ
次世代研究者を育成

• 若手研究者が、専門分野の異なる
国内外の研究室に数週間滞在

• カウンターパートとの国際共同研究
を通し、新たな専門性を習得

複数の専門性を持つ次世代研究者を海外連携機関と協力して育成し、
持続可能な国際頭脳循環体制を構築

NIH/RMLのBSL-4施設

生命
情報科学

タンパク質
構造解析

フィールド
ワーク

ウイルス学実験

オルガノイド
培養
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世界トップコミュニティに参画するための活動

パスツール ＆CREID の国際ネットワークに参画

• 高病原性ウイルスの同定→病態解明→創薬開発を、
世界トップコミュニティと協働で行う

国際シンポジウムの開催

• Cold Spring Harbor Asia研究所やパスツール研究所などと連携し、
で毎年開催

• 海外のトップレベル研究者を4名招聘（毎年）

• 各拠点から5名の若手研究者の参加を支援（毎年）

国際ミニワークショップの開催

• カウンターパートと協力し、 でローテーション開催（毎年）

• 各拠点から5名の若手研究者の参加を支援（毎年）

SNSやYouTube、ウェブツールを活用した情報発信

• TV、科学雑誌、一般誌、YouTube、Twitter/Xなどを最大限活用し、
国際共同研究の成果を世界に発信、次世代研究者の動員を行う

• 国際的な共同研究ネットワークの更なる拡大に繋げる
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2024年度の活動

パスツール ＆CREID の国際ネットワークに参画

6月：CREID国際会議 に参加
（佐藤、松野、Sakuntabhai）

6月：日本パスツール研究所開所
記念ワークショップ・パー
ティーに参加（佐藤、松野）

10月：パスツール研究所
を訪問（佐藤）

7月：アルジェリアパスツール
研究所 を訪問（佐藤）

2025年1月：カンボジア
パスツール研究所 を訪問（佐藤）

13



世界トップコミュニティに参画するための活動

パスツール ＆CREID の国際ネットワークに参画

• 高病原性ウイルスの同定→病態解明→創薬開発を、
世界トップコミュニティと協働で行う

国際シンポジウムの開催

• Cold Spring Harbor Asia研究所やパスツール研究所などと連携し、
で毎年開催

• 海外のトップレベル研究者を4名招聘（毎年）

• 各拠点から5名の若手研究者の参加を支援（毎年）

国際ミニワークショップの開催

• カウンターパートと協力し、 でローテーション開催（毎年）

• 各拠点から5名の若手研究者の参加を支援（毎年）

SNSやYouTube、ウェブツールを活用した情報発信

• TV、科学雑誌、一般誌、YouTube、Twitter/Xなどを最大限活用し、
国際共同研究の成果を世界に発信、次世代研究者の動員を行う

• 国際的な共同研究ネットワークの更なる拡大に繋げる
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2024年度の活動

国際シンポジウムの開催

17か国から140名の研究者が参加

WHOのマリア・
ヴァンケルコフも参加

12月：国際会議 “Preparing for the Next Pandemic: Evolution, Pathogenesis and 
Virology of Coronaviruses”を淡路島で主催（佐藤）
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2024年度の活動

国際シンポジウムの開催

12月：国際会議 “Preparing for the Next Pandemic: Evolution, Pathogenesis and 
Virology of Coronaviruses”を淡路島で主催（佐藤）

Science, Natureに
会議の紹介記事が掲載.

WHOのマリア・
ヴァンケルコフも参加

Science, 2025.

本会議から、これからのウイルス研究の提言
“Awaji Statement” を発出予定.
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世界トップコミュニティに参画するための活動

パスツール ＆CREID の国際ネットワークに参画

• 高病原性ウイルスの同定→病態解明→創薬開発を、
世界トップコミュニティと協働で行う

国際シンポジウムの開催

• Cold Spring Harbor Asia研究所やパスツール研究所などと連携し、
で毎年開催

• 海外のトップレベル研究者を4名招聘（毎年）

• 各拠点から5名の若手研究者の参加を支援（毎年）

国際ミニワークショップの開催

• カウンターパートと協力し、 でローテーション開催（毎年）

• 各拠点から5名の若手研究者の参加を支援（毎年）

SNSやYouTube、ウェブツールを活用した情報発信

• TV、科学雑誌、一般誌、YouTube、Twitter/Xなどを最大限活用し、
国際共同研究の成果を世界に発信、次世代研究者の動員を行う

• 国際的な共同研究ネットワークの更なる拡大に繋げる
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2024年度の活動

国際ミニワークショップの開催

6月：CREID国際会議 に参加
（佐藤、松野、Sakuntabhai）

6月に佐藤、松野（、古山）が、10月に南保が、相手国研究機関のひとつで
あるロッキーマウンテン研究所 を訪問し、ワークショップと打ち合わせ
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2024年度の活動

国際ミニワークショップの開催

6月：札幌で開催された第24回日本蛋白質科学会に、
相手国協力者 のSaphire教授を招聘、若手研究者と
人材・技術交流を実施（橋口）。
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2024年度の活動

国際ミニワークショップの開催

11月に、日本ウイルス学会学術集会@名古屋でASPIRE後援シンポジウムを開催
相手国研究者であるMarzi 、Sakuntabhai を招聘、
その後、若手研究者とのランチ交流会を開催
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世界トップコミュニティに参画するための活動

パスツール ＆CREID の国際ネットワークに参画

• 高病原性ウイルスの同定→病態解明→創薬開発を、
世界トップコミュニティと協働で行う

国際シンポジウムの開催

• Cold Spring Harbor Asia研究所やパスツール研究所などと連携し、
で毎年開催

• 海外のトップレベル研究者を4名招聘（毎年）

• 各拠点から5名の若手研究者の参加を支援（毎年）

国際ミニワークショップの開催

• カウンターパートと協力し、 でローテーション開催（毎年）

• 各拠点から5名の若手研究者の参加を支援（毎年）

SNSやYouTube、ウェブツールを活用した情報発信

• TV、科学雑誌、一般誌、YouTube、Twitter/Xなどを最大限活用し、
国際共同研究の成果を世界に発信、次世代研究者の動員を行う

• 国際的な共同研究ネットワークの更なる拡大に繋げる

21



2024年度の活動

SNSやYouTube、ウェブツールを活用した情報発信

2025年度の日本ウイルス学会学術集会＠浜松では、
ウイルス学若手ネットワークが主催するシンポジウムを支援する予定

ウイルス学若手ネットワーク
主催のウェビナーを支援

2024年度の研究成果：
学術論文18報（Lancet ID 4報、Nature Commun 1報、Cell Stem Cell 1報）
国際学会招待講演18回
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2024年度の活動：ウイルス研究の啓蒙活動

ウイルス研究の重要さ、研究者の日常や醍醐味を伝えたい！

ラジオ出演やウェブニュース、
新聞など、報道多数
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研究の背景：G2P-Japanの貢献をふまえた、これからの課題

＜これからの課題＞
バイオセーフティーレベル（BSL）-3/4の高病原性ウイルス
を対象とした、
① 病原体同定→病態解明→創薬開発・実用化に至る

一貫した研究の実施
② 世界トップコミュニティとの協働
③ 国際頭脳循環による感染症研究に資する若手研究者の育成
の実施によって、
・高病原性ウイルスを扱える研究体制
・パンデミックという国家有事に対応できる体制
を整備し、欧米頼みの感染症創薬の状況を打開することが肝要

G2P-Japanの発足と、その有機的なコンソーシアム研究
によって、本邦の感染症研究を底上げし、世界と伍する
研究成果を発信できる共同研究基盤の構築に成功
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研究の背景：G2P-Japanの貢献をふまえた、これからの課題

＜これからの課題＞
バイオセーフティーレベル（BSL）-3/4の高病原性ウイルス
を対象とした、
① 病原体同定→病態解明→創薬開発・実用化に至る

一貫した研究の実施
② 世界トップコミュニティとの協働
③ 国際頭脳循環による感染症研究に資する若手研究者の育成
の実施によって、
・高病原性ウイルスを扱える研究体制
・パンデミックという国家有事に対応できる体制
を整備し、欧米頼みの感染症創薬の状況を打開することが肝要

G2P-Japanの発足と、その有機的なコンソーシアム研究
によって、本邦の感染症研究を底上げし、世界と伍する
研究成果を発信できる共同研究基盤の構築に成功

感染症の「現場」は先進国とはかぎらない。
先進国のトップコミュニティ（相手国研究者）
と連携し、本課題の班員がイニシアチブを取る
形で途上国との連携も進める必要性

現在のアメリカの政情が科学の現場に与える影響は甚大。
それをふまえた上で、これをピンチと捉えるか？
あるいはチャンスと捉えるか？
感染症研究においては、後者の余地が充分にある！
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